
いきいき健康ふくおか 

～福岡県の健康増進施策について～ 

福岡県保健医療介護部健康増進課 
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   県民一人ひとりが、地域の中でともに支え

合い、健やかでこころ豊かに過ごせ、長生き
してよかったと実感できる社会の実現 

 

福岡県が目指す地域社会 

伸ばそう健康寿命 

健康上の問題で日常生活が制限されるこ 

となく生活できる期間を伸ばします。 
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●健康寿命と平均寿命（平成 22 年） 

区  分 
福岡県 全国 

男性 女性 男性 女性 

健康寿命 

(日常生活に制限のない期間の平均) 
69.67 年 72.72 年 70.42 年 73.62 年 

平均寿命 79.36 年 86.49 年 79.55 年 86.30 年 

不健康な期間 

(日常生活に制限のある期間の平均) 
9.69 年 13.77 年 9.13 年 12.68 年 

資料：厚生労働科学研究費補助金「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効
果に関する研究」 

伸ばそう健康寿命 



福岡県が目指す地域社会 

   県民一人ひとりが、地域の中でともに支え合い、健やかでここ
ろ豊かに過ごせ、長生きしてよかったと実感できる社会の実現 
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脳血管疾患

（脳卒中）
18.5%

認知症

15.8%

高齢による

衰弱 13.4%骨折・転倒

11.8%

関節疾患

10.9%

その他

29.6%

運動器 
の障害 
22.7％ 

介護が必要となった主な原因 ロコモティブシンドロ
ーム（略称：ロコモ）は
、骨や関節、筋肉といっ
た運動器の障害のために
、立つ・歩く・走る・座
るなど、日常生活に必要
な身体の移動機能が低下
した状態をいいます。 
 
ロコモは簡単な運動で
予防できます 
（ロコトレ）。   
 
 

 
  

ロコモティブシンドロームを予防しましょう 

ロコモ予防推進員 



計画の施策体系～計画を推進する5つの柱～ 

基本的方向 

健康寿命の延伸 

主な生活習慣病の 

早期発見、発症予
防と重症化予防 

ライフステージに応
じた健康づくり 

生活習慣の改善 

個人の健康づくりを 

支えるための環境づくり 

施策の柱 

がん対策の推進 

循環器疾患対策の推進 

糖尿病対策の推進 

次世代の健康 

高齢者の健康 

こころの健康 

栄養・食生活 

身体活動・運動 

休養 

飲酒 

喫煙 

歯・口腔の健康 

〇好ましい食事と適正体重に関する普及啓発 

〇減塩に関する取り組み 

〇ヘルシーメニューの提供に取り組む飲食店の増加 

〇食育の推進 

〇健康食品に関する正しい知識や情報の提供 

〇ＣＯＰＤに関する普及啓発 

〇健康ポータルサイトを活用した生活習慣改善のための情報提供 

〇住民が身近な地域で健康づくりをすすめるためのリーダーの育成 

〇地域コミュニティ活性化支援等による健康づくりの推進 

主な施策 

〇良好な栄養状態や生活習慣の維持に関する支援 

〇高齢に伴う生活機能低下を防ぐための介護予防の推進 

〇70歳現役社会づくりの推進 

〇地域活動などの社会参加の促進 

〇特定健康診査実施率向上のための総合的な取り組み 

〇特定保健指導の効果的な実施 

〇がんの一次予防の推進 

〇がん検診受診率向上のための総合的な取組 
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 がん、循環器疾患、糖尿病の生活習慣病に対処するため、がん検診による
早期発見、特定健康診査・特定保健指導の効果的な実施による発症予防と、
症状の進展や合併症の発症を防ぐなど重症化予防の対策を推進します。 

◆キーワード◆ 

   年に1回、がん検診・特定健康診査を受けましょう！ 

※胃がん・肺がん・大腸がんは年に1回、乳がん・子宮（頸部）がん検診は2年に1回 

※特定健康診査・特定保健指導とは、生活習慣病発症予防を目的に、40歳以上74歳
未満を対象に医療保険者で実施される健康診査と保健指導のことです。 
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がん検診受診率 

がん検診を受けましょう！ 

 胃がん、肺がん、大腸がんは年に１回、 

 乳がん、子宮がんは２年に１回 

平成２２年と比較すると全部のがんで受診率は増えていますが、全国と比較
すると低くまた目標値にはまだ届いていません。 

がん検診 
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特定健康診査 

特定健康診査とは、生活習慣病予防を目的として、40～70歳
の医療保険加入者全員を対象に実施される健診です。 9 

平成２４年度特定健康診査実施率（都道府県別推計） 

厚生労働省データ 

46.2% 
42.0% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

東
京
都 

山
形
県 

宮
城
県 

富
山
県 

新
潟
県 

山
梨
県 

石
川
県 

長
野
県 

大
分
県 

三
重
県 

愛
知
県 

静
岡
県 

島
根
県 

香
川
県 

岩
手
県 

全
国 

岐
阜
県 

沖
縄
県 

鹿
児
島
県 

福
島
県 

滋
賀
県 

千
葉
県 

群
馬
県 

福
井
県 

茨
城
県 

高
知
県 

埼
玉
県 

徳
島
県 

京
都
府 

神
奈
川
県 

熊
本
県 

栃
木
県 

佐
賀
県 

福
岡
県 

兵
庫
県 

秋
田
県 

広
島
県 

宮
崎
県 

長
崎
県 

鳥
取
県 

大
阪
府 

愛
媛
県 

青
森
県 

岡
山
県 

山
口
県 

和
歌
山
県 

北
海
道 

奈
良
県 

福岡 
全国 

平成２９年度目標値７０％以上 



内蔵脂肪型肥満に加えて、高血糖、高血圧、脂質異常のうちいず
れか2つ以上をあわせもった状態を、 

メタボリックシンドロームといいます。 

 重複した場合は命にかかわる病気を招くことも・・・    
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メタボリックシンドローム該当者及び予備群
推計数の割合（男女・年代別）  

0
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総数 40～
44歳

45～
49歳
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59歳
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74歳

総数 40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

65～
69歳

70～
74歳

(%)

メタボリックシンドローム該当者 メタボリックシンドローム予備群

男性 女性
39.0

38.3

11.8 11.9

福岡　全国 福岡　全国

平成22年度厚生労働省「保険局データ」 

男性 女性 

女性もメタボに 

ご用心！ 

男性の５人に２人がメタボリックシンドロームか予備群の危険！？ 

 平成２２年度の本県の特定健康診査受診者に占めるメタボリックシンドローム
該当者推計数を男女別でみると、男性では３９．０％で全国３８．３％と比較して
０．７ポイント上回っています。 
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38.4  41.3  

24.4  
14.0  

16.0  14.7  
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平成１８年 平成２３年 平成１８年 平成２３年 

男性 女性 

高血圧症有病者 高血圧予備群 

高血圧症の状況（４０歳～７４歳） 

資料：平成23年度県民健康づくり調査 

（％） 
平成１８年と比較すると、男女とも予備軍は減少しているも
のの、有病者は増えています。 
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脂質異常症の状況（４０歳～７４歳） 

資料：平成23年度県民健康づくり調査 

18.3  18.9  

12.7  
14.9  

0

5

10

15

20

平成１８年 平成２３年 平成１８年 平成２３年 

男性 女性 

（％） 平成１８年と比較すると、男女とも増加しています。 

※脂質異常症有病者：ＨＤＬコレステロールが40mm/dl未満または、コレステ
ロールをさげる薬を服用中の者 
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朝食の欠食率

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

70歳以上

60-69歳

50-59歳

40-49歳

30-39歳

20-29歳

15-19歳

（％）

男性

女性

朝食を食べて 

いない働き盛り世
代が多い 

資料：平成23年度県民健康づくり調査 
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注）① 「その他の野菜」の内
訳は、平成16年の内訳に準
じ、「その他の野菜+漬け物」と
した。 

② ＜＞内は、「緑黄色野菜」
及び「その他の野菜（その他の
野菜+漬け物）」摂取量の合計
量。 

 

 

その他の野菜 

緑黄色野菜 

〈女性〉 

〈302.6〉 

〈270.3〉 〈268.1〉 
〈260.4〉 

〈247.4〉 

〈186.1〉 

〈258.4〉 
〈274.3〉 

〈263.4〉 

〈320.0〉 

〈248.7〉 

〈278.1〉 
〈271.2〉 

〈262.2〉 

〈256.6〉 〈262.8〉 
〈251.7〉 

〈258.2〉 

〈218.1〉 

〈195.1〉 

〈216.5〉 

〈268.5〉 

〈248.1〉 

〈302.2〉 

〈251.1〉 

〈314.1〉 

〈288.9〉 

〈251.6〉 

「いきいき健康ふくおか２１」の目標値 

  1日当たりの野菜の平均摂取量：３５０ｇ以上 

〈男性〉 

平成23年県民健康づくり調査結果 15 

野菜摂取量の平均値（20歳以上） 
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生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合 

男性
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平成23年県民健康づくり調査結果 

生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合は男性15.2%、 

女性8.1%となっています。 
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歩数の平均値（20歳以上） 
平成１８年と平成２３年を比較すると、男女ともに減少しています。 

平成23年県民健康づくり調査結果 
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アルコール問題
などの 

チェックは 

こちら！ 

ストレスなどの
チェックは 

こちら！ 

生活習慣病の
チェックは 

ここで！ 

いつでも、 

どこからで
も、スマホか
らもアクセス 

できます。 
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ロコモティブシンドローム 

が新たに追加されました！！ 

自らのライフスタイルに合った生活習慣の
改善に取り組むことを自ら決定でき、取り
組む際に必要な情報を入手できます。 
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いつまでも自分の足で歩くために始めよう！ 

ロコモティブシンドローム予防 

 

【ふくおかインターネットテレビ】 

 

 １．ロコモとは？（22秒～） 

 ２．ロコモの原因とその影響（1分17秒～） 

 ３．あなたは大丈夫？ロコモチェック！（1分54秒～） 

 ４．ロコモを予防しよう（2分54秒～） 

 ５．自宅で簡単にロコモ予防～ロコトレ１（開眼片脚立ち）（3分56秒～） 

 ６．自宅で簡単にロコモ予防～ロコトレ２（スクワット）（4分49秒～） 

 ７．ロコモ予防のポイント～まとめ（8分30秒～） 

 

 

  福岡県ホームページ → 福岡県健康ポータルサイト 

  → ロコモティブシンドローム予防  

  →「始めよう！ロコモティブ シンドローム予防」（動画１０分）  

 

 運動習慣のない生活などを続けると、気が付かないうちに運動器（骨や関節、
筋肉など）の働きが衰え、立つ、歩くといった「移動機能」が低下した状態である
「ロコモティブシンドローム」になる危険があります。 

 いつまでも自分の足で歩き続けるために、今日から自宅でできるロコモの予防
法を紹介します。 
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こころの健康等に関する情報が
満載です。 

健康チェックもできます。 
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飲酒問題のチェックをすることができます。 

チェック後はアドバイスが表示されます。 
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福岡県ホームページに、リーフレットや飲酒日
記（飲み方ダイエット）を掲載しています。ダ
ウンロードしてご利用ください。 



 こころの悩み等の相談窓口 

○ 自殺総合相談窓口（ 24時間365日対応） 

    （ふくおか自殺予防ホットライン） 

   電話番号 ０９２－５９２－０７８３    

○ 多重債務相談会での心の健康相談 

○ 自死遺族に対する相談・法律相談 

   県精神保健福祉センターに窓口設置 

   電話番号 ０９２－５８２－７５００    

〇 こころの悩みの相談窓口 

   各保健福祉(環境)事務所、各保健所 
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福岡県女性の健康支援センター 

思春期から更年期の女性特有の身体と心の相談窓口です。 

相談先 

・電話相談（専用電話番号） 
   ※月～金曜日の８時３０分～１７時１５分（祝日を除く） 

・面接相談（専門医師・助産師など）※要予約 

相談
無料 

○妊娠出産に関する相談     （不妊症、不育症、思いがけない妊娠など） 
〇婦人科疾患に関する相談 （子宮がん、乳がんなど） 
〇思春期の身体と心の相談 （月経不順など） 
〇更年期障害に関する相談 秘密

厳守 

宗像・遠賀 

保健福祉環境事務所 

専用電話：0940‐37‐4070 

面接相談：第３金曜（予約制） 
       13時～16時 

（宗像市東郷１丁目２－１） 
 

詳しくは、チラシをご覧ください。 

嘉穂・鞍手 

保健福祉環境事務所 

専用電話：0948‐29‐0277 

面接相談：第１水曜(予約制) 

      13時30分～16時30 

（飯塚市新立岩８‐１） 
 

北筑後保健福祉環境事務所 

久留米分庁舎 

専用電話：0946‐22‐4211 

面接相談：偶数月の第２金曜
（予約制）15時～17時 

（久留米市合川1642-1） 
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にんしんＳＯＳふくおか 
～思いがけない妊娠・子育て・思春期相談～ 

 

☎０９２－６４２－０１１０ 
受付時間：毎日９時～１７時３０分（年末年始除く） 

秘密
厳守 

相談
無料 

ひとりで悩んでいませんか？ 

一人で抱え込まないで、「いつでも」「だれでも」「気軽に」ご相談ください。 

公益社団法人福岡県看護協会の相談員（保健師・助産師）がお答えします。 

公益社団法人福岡県看護協会  福岡県    

思いがけない妊娠に戸惑っている。 子育てをしていて、やりきれない
気持ちになってしまう。いろいろな不安や悩みを聞いてもらいたい。専
門的なアドバイスが欲しい。こんな時ってありませんか。 

 

◎ 妊娠・出産に関する相談   ◎ 子どもに関する相談 

◎ 赤ちゃんに関する相談    ◎ 思春期に関する相談 

▽福岡県看護協会ホームページよりメール相談も受け付けています。 

ホームページhttps://www.fukuoka-kango.or.jp/kenmin/sos/ 
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